
　 　 ア 　 　　 イ 　 　　 ウ 　 　　 エ 　 　　 　 オ 　１
　　　 　 カ 　 　　 　 キ 　

与えられた条件から，　

　　　 ， 　 ， は を満たす互いに素な自然数

とおける。

　 のとき　　

　 は 未満で と互いに素な自然数であるから， ， ， ， のいずれかである。

　よって， のとりうる値は ア 個あり，最小のものは イ ，最大のもの

　は ウ である。

　 と の最小公倍数は　　 エ

　 であるから　　

　これと を満たす互いに素な自然数 ， は存在するから， と の最小公倍数は

　　　　　 オ

　 であるから　　

　これと を満たす互いに素な自然数 ， のうち， が最大になる組は

　　　　　 ， ， ， ，

　このとき　　 カ

　 であるから　　

　 であるから　　

　 であるから

　　　

　ゆえに， に対し， が増加すると も増加する。

　 のとき， であり， と は互いに素ではないから，不適。

　 のとき， であり， と は互いに素である。

　よって， のとりうる値で最大のものは

　　　　　 キ

　 ア 　 　　 イ 　 　　 ウ 　 　　 エ 　 　　 オ 　 　　 カ 　 　　 キ 　２
　　　 ク 　 　　 ケ 　

解と係数の関係から　　 ，

ゆえに　　 ･ ア

を解くと　

より ， であるから

　　

　　　　　　
･ ･ イ ウ

エ

次に， ， から
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よって， で　　 ， から

　　

ゆえに， の整数部分は　　 オ

さらに， で　　 ，

から の整数部分は　　

ゆえに， から　

　　 　かつ　

よって　　 カ ，キ ，ク ，ケ

　 ア 　 　　 イ 　 　　 ウ 　 　　 エ 　 　　 オ 　３
とおくと

　　　　

であるから　　

よって，関数 ① は， ア のとき最大値 イ をとる。

関数 ① の最大値が となるとき

　　　　

整理すると　　 　　　　すなわち　　

から， ウ である。

また，関数 ① の最小値が負であるとき， の範囲 の中央の値が である

から

　 　すなわち　 のとき

　最小値は　　

　よって， から　　

　 との共通範囲を求めて　　

　 　すなわち　 のとき

　最小値は， であるが， を満たす は存在しない。

， から， のとり得る値の範囲は，エ オ である。

　 ア 　 　　 イ 　 　　 ウ 　 　 エ 　４
･ ･ ア

のとき， であるから

　　

よって　　

これに を代入すると， であるから， のときも成り立つ。

ゆえに　　 イ
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また　　

は自然数であるから， が最小となるときの の値は　　ウ

より， であるから

　　 ……

　　 ……

辺々を引いて

　　 ……

よって， のとき

　　
……

　　　 ･

　　　
エ

　 　 ア 　 　　 イ 　 　　 ウ 　 　　 エ 　５
　　　 　 オ 　 　　 カ 　 　　 キ 　 　　 ク 　 　　 ケ 　 　　 コ 　 　　 サ 　

　　　 　 シ 　 　　 ス 　 　　 セ 　

　 は の二等分線であるから

　　　　　 ： ： ： ：

　よって　　 ア

　　　　　　 イ

　△ において，余弦定理から

　　　　　
･･ ･･

ウ

エ

　△ において，余弦定理から

　　　　　 ･

　　　　　　　 ･･･

　 であるから　 オ カ

　 は辺 を ： に内分する点であるから

　　　　　
キ

ク

ケ

コ
　…… ①

　 より， であるから

　　　　　 ･

　よって　　 ･ 　　　　ゆえに　　 ･ サ 　…… ②

　 であるから　 ･ シ
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　点 は直線 上にあるから　　 は実数

　よって，① から　　

　ゆえに　　

　　　　　　　

　　　　　　　

　 ･ であるから

　　　　　 ･

　よって　　 ･

　ゆえに，② から　　

　よって　　

　ゆえに　　
ス

セ
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